
ス
ポ
ー
ツ
情
報

石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

結　

果

11
月
11
日　

土
浦
石
岡
か
す
み
が
う

ら
３
市
交
流
会

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

11
月
16
日　

全
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
全
国
大
会 

茨
城
大
会

優　

勝　

石
岡
ク
ラ
ブ

11
月
20
日　

石
岡
地
区
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

準
優
勝　

城
南
ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム　

第
３
位　

石
岡
城
南
チ
ー
ム

＊
男
子
の
部

優　

勝　

石
岡
☆
Ｋ
Ｉ
Ｄ

準
優
勝　

下
稲
吉
東

＊
女
子
の
部

優　

勝　

千
代
田
テ
ィ
ン
カ
ー
ズ

準
優
勝　

石
岡
モ
ン
キ
ー
ズ

ゲ
�
ト
ボ
�
ル

　
　
　

11
月
の
結
果

＊
男
子
シ
ニ
ア
の
部

優　

勝　

鈴
木　

将
史

準
優
勝　

吉
田　

照
彦

第
３
位　

菅
原　

治

＊
男
子
ゴ
ー
ル
ド
の
部

優　

勝　

田
村　

清

準
優
勝　

高
砂　

康
雄

第
３
位　

底　

光
男

＊
女
子
の
部

優　

勝　

島
田　

さ
だ
子

準
優
勝　

千
葉　

初
子

第
３
位　

道
川　

美
代
子

県
議
杯
タ
�
ゲ
�
ト
・

　
　

バ
�
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優　

勝　

小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

桜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

石
岡
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

第
３
位　

石
岡
ヤ
ン
キ
ー
ス

ス
ポ
�
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　
　
　
　
　

 

野
球
大
会

石
岡
市
近
隣
親
善

　
　

バ
レ
�
ボ
�
ル
大
会

優　

勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

準
優
勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

第
３
位　

﨔
ク
ラ
ブ

優　

勝　

石
岡
ジ
ェ
ノ
ア

準
優
勝　

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

第
３
位　

フ
ォ
ー
ス

市
体
育
協
会
サ
�
カ
�

　
　

リ
�
グ
戦
︵
部
長
杯
︶

優　

勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

並
木
ク
ラ
ブ

第
３
位　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

第
３
位　

幸
町
ス
タ
ー
ズ

市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
大
会

優　

勝　

石
岡
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

第
３
位　

八
郷
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
�
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　
　
　

 

サ
�
カ
�
大
会

優　

勝　

石
岡
ジ
ェ
ノ
ア

準
優
勝　

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ 
Ｆ
Ｃ

第
３
位　

ハ
イ
エ
ス
ト
ピ
ー
ク

市
長
杯
サ
�
カ
�
大
会

バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル
協
会
長
杯

ミ
ニ
バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル
大
会

＊
男
子
の
部

優　

勝　

原
田　

幸
重

準
優
勝　

原
田　

潔
巳

第
３
位　

松
田　

力

＊
女
子
の
部

優　

勝　

内
田　

由
喜
子

準
優
勝　

千
葉　

初
子

第
３
位　

小
松
崎　

と
く
子

タ
�
ゲ
�
ト
・
バ
�
ド
ゴ

ル
フ
チ
�
ン
ピ
オ
ン
大
会

追
加
結
果

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝　

城
戸
（
和
）・
長
島
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
岡
中
）

第
３
位　

佐
藤
・
城
戸
（
直
）
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
岡
中
）

＊
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝　

島
倉　

賢
太
郎（
石
岡
中
）

＊
女
子
団
体

準
優
勝　

府
中
中
学
校

第
３
位　

石
岡
中
学
校

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　

森
・
久
保
田
組
（
府
中
中
）

第
３
位　

稲
田
・
大
須
賀
組（
石
岡
中
）

＊
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

森
戸　

陽
加
（
石
岡
中
）

茨
城
県
新
人
中
学
校

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

10
月
29
〜
30
日
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有料広告枠【半段　横86㎜×縦45㎜】 【１段　横177㎜×縦45㎜】

◆広報紙への有料広告掲載の目的
　市の財源確保と、市内産業の振興を目的に行ってい　
　ます。
◆1日号…１段3枠（半段6枠）
　15日号…１段６枠（半段12枠）
※申し込みは、１段・半段どちらでも可。

◆広告の規格・料金（1回あたり）
　1段（横177㎜×縦45㎜）　　20,000円
　半段（横86㎜×縦45㎜）　　  10,000円
◆２色刷り
　１日号…緑色
　15日号…マゼンタ（濃いピンク）

『
広
報
い
し
お
か
』
へ
の

　

有
料
広
告
の
受
付
開
始

３
月
２
日
〜

　

現
在
『
広
報
い
し
お
か
』
で
は
、１
日
号
に
は
１
段
３
（
半
段
６
）

枠
分
、
15
日
号
に
は
１
段
６
（
半
段
12
）
枠
分
を
有
料
広
告
欄
と
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
21
年
度
分
の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
３
月
２
日
か
ら

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
広
告
掲
載
枠
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

３
月
２
日
（
月
）
午
前
８
時
45
分

　

〜
先
着
順（
全
体
が
埋
ま
る
ま
で
）

＊
市
役
所
本
庁
舎
２
階
、
秘
書
広
聴

　

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
掲
載
期
間

　

５
月
１
日
号
〜
平
成
22
年
４
月
15

　

日
号
（
全
24
回
）

＊
掲
載
希
望
は
、
１
か
月
単
位
で     

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
複
数
月
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
）

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
調
整

　

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
了
承

　

願
い
ま
す
。

◆
広
告
原
稿　

　

申
し
込
み
の
際
、
広
報
紙
に
掲
載

　

す
る
原
稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
稿
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
手
書
き
ど

　

ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◆
掲
載
で
き
な
い
も
の

　

政
治
活
動
や
宗
教
活
動
等
に
か
か

　

わ
る
も
の
、
公
共
の
秩
序
や
善
良

　

の
風
俗
に
反
す
る
も
の
な
ど
は
、

　

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

＊
広
告
を
掲
載
で
き
る
の
は
、
市
内

　

お
よ
び
近
隣
市
町
村
に
住
所
や
事

　

業
所
が
あ
る
方
で
す
。

＊
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
聴
課
に
あ

　

る
「
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
広
告
原
稿
を
添

　

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

秘
書
広
聴
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.ishioka.lg.jp/

石
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　
　

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
！

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
有
料
の
バ
ナ
ー

広
告
枠
を
５
枠
設
け
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス

件
数
は
、
月
平
均
で
約
１
万
４
０
０
０
件
。
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
し

て
、
多
く
の
方
に
会
社
や
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

　

広
告
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
　

◎
掲
載
の
期
間

　

１
か
月
単
位
で
、
６
か
月
ま
で
連

　

続
し
て
掲
載
可
能
で
す
。

◎
広
告
の
規
格

・
大
き
さ
…
縦
50
ピ
ク
セ
ル　
　
　

　
　
　

   　

横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル

・
形
式
…
Ｇ
Ｉ
Ｆ(

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

　

ン
可
）、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

・
デ
ー
タ
容
量
…
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

◎
広
告
料
︵
掲
載
１
か
月
に
つ
き
︶

　

１
枠　

２
０
０
０
０
円

◎
掲
載
で
き
な
い
も
の

　

政
治
活
動
や
宗
教
活
動
等
に
か
か

　

わ
る
も
の
、
公
共
の
秩
序
や
善
良

　

の
風
俗
に
反
す
る
も
の
な
ど
は
、

　

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
広
告

　

や
リ
ン
ク
先
の
内
容
に
よ
っ
て
は

　

掲
載
を
断
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
参
照
す
る
か
、
秘
書
広
聴
課

●
広
告
掲
載
の
概
要
●

　

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
て
、
直
接
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

＊
申
込
書
は
、
秘
書
広
聴
課
（
市
役

　

所
本
庁
舎
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

バ
ナ
ー
広
告
…
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
の
一
種
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

広
告
の
画
像
（
多
く
は
横
長
）
を
貼

り
、
広
告
主
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
リ
ン
ク
す
る
方
法
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.city.ishioka.lg.jp/
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で
す
。

　

な
お
、
３
課
は
妊
娠
14
週
か
ら
分

娩
ま
で
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
１
課
】
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◎
内
容　

妊
娠
中
の
栄
養

　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
実
習

　

歯
科
衛
生
指
導　

◎
期
日
・
会
場　

２
月
２
日
（
月
）

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
２
日
（
月
）

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
２
課
】
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◎
内
容　

母
乳
指
導　

　

分
娩
時
の
呼
吸
法
・
補
助
動
作
な
ど

◎
期
日
・
会
場　

２
月
９
日（
月
）石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
９
日（
月
）八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
３
課
】
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◎
内
容　

　

妊
婦
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

◎
期
日
・
会
場　

２
月
16
日
・
３
月
16
日
（
月
）

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

★「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
参
加
者
募
集
！

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
初
め

て
妊
娠
し
た
方
、
第
２
子
以
降
妊
娠

中
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
家
族
と
一
緒
の
参
加
も
大
歓
迎

★
献
血

◎
２
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

石
岡
市
医
師
会
病
院

※
４
０
０
ml
献
血
は
、
輸
血
を
受
け

た
患
者
が
副
作
用
を
発
生
す
る
可
能

性
が
低
い
の
で
安
心
し
て
使
用
で
き

ま
す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★★

★★

　

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
教
室

は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
２
歳
児
母

子
歯
科
健
診
と
同
時
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

【
日
時
】
２
月
４
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時　

受
付

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】

　

歯
み
が
き
指
導
と
フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】

　

永
久
歯
の
生
え
て
い
る
未
就
学
児

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

★
ピ
カ
ピ
カ

歯
み
が
き
教
室

石
岡
地
区

★
心
の
悩
み
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

　
「
う
ま
く
眠
れ
な
い
」「
気
分
の

落
ち
込
み
が
続
い
て
い
る
」「
外
に

出
る
の
が
怖
く
て
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
」
な
ど
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

精
神
保
健
福
祉
士
が
こ
こ
ろ

の
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
家
族
や
関
係
者
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相

談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

●
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

・
毎
月
第
３
月
曜
日

　
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

　

２
月
16
日
・
３
月
16
日

●
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
毎
月
第
１
水
曜
日

　
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

　

２
月
４
日
・
３
月
４
日

作品展示
実技発表
・ミュージックベル
・カンターレひばり
・練功十八法健康体操
・清藤会　
・チトセ会
・あんずの会
・練功十八法同好会
体験
・パソコン
・まゆクラフト
・スポーツ吹矢
・囲碁　

午前9時30分～午後３時　　　

午前10時15分～10時45分
午前11時～11時30分
午前11時30分～正午
午後１時～１時30分
午後１時30分～２時
午後２時～２時30分
午後２時30分～３時

午前9時30分～正午
午前9時30分～午後３時　　　
午後１時～３時　　　
午後１時～３時　　　

◆問い合わせ  
　国府地区公民館（旧福祉会館）☎22-2940

◆期　日　　２月28日（土）・３月１日（日）
◆場　所　　国府地区公民館（国府５－７－１）
◆内　容　　公民館同好友の会会員と公民館主催事業受講生の作品展示・実技発表
◆日　程　
・２月28日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  ・３月１日（日）

作品展示
実技発表
・詩舞同好会八洲会
・いきいきクラブ民謡
・さくらんぼＧ
・フラガールズ
・大正琴同好会
・童謡
体験
・墨絵
・まゆクラフト

午前9時30分～午後２時

午前10時～10時30分
午前10時30分～11時
午前11時～11時30分  
午前11時30分～正午
午後１時～１時30分
午後１時30分～２時

午前9時30分～正午
午前9時30分～正午

● 2月 28日・3月 1日　国府地区公民館まつり ●

午前10時15分～10時45分午前10時15分～10時45分
午前11時～11時30分午前11時～11時30分
午前11時30分～正午午前11時30分～正午
午後１時～１時30分午後１時～１時30分
午後１時30分～２時午後１時30分～２時
午後２時～２時30分午後２時～２時30分午後２時～２時30分午後２時～２時30分
午後２時30分～３時午後２時30分～３時

午前9時30分～正午午前9時30分～正午
午前9時30分～午後３時　　　午前9時30分～午後３時　　　午前9時30分～午後３時　　　午前9時30分～午後３時　　　
午後１時～３時　　　午後１時～３時　　　
午後１時～３時　　　午後１時～３時　　　午後１時～３時　　　午後１時～３時　　　

午前9時30分～午後３時　　　午前9時30分～午後３時　　　
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健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２



字
形
を
し
た
変
わ
っ
た
形
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
矢

と
し
て
の
役
目
を
果
た
せ
た
で
し
ょ

う
か
？ 

実
は
こ
れ
は
「
雁か

り
ま
た股

の
矢
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
戦
闘
用
と
い

う
よ
り
も
儀
式
の
た
め
に
使
わ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
瓦
谷
古
墳
群
の
鉄

鏃
は
中
央
公
民
館
で
展
示
し
て
い
ま

す
。

 シリーズ　㊶
文化振興課

 

新
し
く
展
示
し
ま
し
た
⑦

 

　

瓦
谷
古
墳
群
の

                「
鉄て

つ
ぞ
く鏃

」

　

今
回
は
、
八
郷
地
区
瓦
会
の
瓦
谷

古
墳
群
の
出
土
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

瓦
谷
古
墳
群
は
、
県
道
笠
間
つ
く

ば
線
の
瓦
谷
十
字
路
（
瓦
会
郵
便
局

付
近
）
に
存
在
す
る
古
墳
群
で
す
。

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
含
め

て
、
全
部
で
17
基
も
の
古
墳
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
古
墳
群
か
ら
は
、馬
具
や
刀
、

玉
、
銅ど
う
わ
ん鋺
（
銅
製
の
お
椀
）
な
ど
、

豊
富
な
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
が
、今
回
は
そ
の
中
か
ら
、「
鉄
鏃
」

（
鉄
で
で
き
た
鏃
（
矢
じ
り
））
を
紹

介
し
ま
す
。

　

さ
て
、
写
真
を
見
る
と
、
矢
じ
り

の
部
分
だ
け
が
独
立
し
た
も
の
（
写

真
右
）
と
、
矢
に
装
着
す
る
部
分
と

一
体
に
な
っ
て
い
る
も
の（
写
真
左
）

の
２
種
類
あ
る
の
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
は
、
矢
じ
り
の
部

分
の
大
き
さ
も
違
う
こ
と
か
ら
、
そ

の
威
力
も
違
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
弓
矢
で
狙
う
も
の
に
合
わ
せ

て
、
使
い
分
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
写
真
の
右
下
に
は
、
Ｖ

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

石
岡
市
国
府
三
丁
目
１-

16　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

☆
２
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◆
折
り
紙
教
室　
　

28
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

◆
育
児
サ
ー
ク
ル（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜  

午
前
10
時
30
分
～

◆
心
と
体
の
健
康
相
談
・
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜  

午
前
10
時
～

◆
日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜  

午
前
10
時

◆
ち
り
め
ん
小
物
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
日
・
21
日
（
土
）
午
前
11
時
～

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

　

２
０
０
８
年
、
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
で
好
評

だ
っ
た
二
人
が
、
こ
こ
石
岡
に
舞
い
降
り
る
！

日
時　

２
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時

出
演　

小
野
瀬　

は
る
か
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　

田
原　

優
子
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目　

楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り
、
冬
の
夜
、

ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
、
チ
ェ
ル
ダ
ー
シ
ュ 

他

 

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

ミニギャラリー
２
月
１
日
（
日
）
～
８
日
（
日
）

「
茨
城
写
人
会　

　
　
　

写
真
展
」

ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

「
ゴ
ミ
か
ら
環
境
を
考
え
る
」

　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
17
日
（
火
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

 

ま
ち
か
ど
学
習
会

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の

な
か
、
フ
ィ
ル
ム
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
会

の
作
品
で
す
。

毎
月
第
１
水
曜
日

【
バ
ザ
ー
ル
】
好
評
開
催
中
！

▲瓦谷古墳群の鉄鏃▲
「
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
作
る
お
雛
様
」

日
時　

２
月
18
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

定
員　

15
名

参
加
費　

２
５
０
０
円

用
意
す
る
も
の
…
…
木
工
用

ボ
ン
ド
、カ
ッ
タ
ー
、は
さ
み
、

新
聞
紙
、
タ
オ
ル
１
本

要
予
約

お
は
な
し
な
あ
に

日
時　

２
月
14
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

「
友
達
に
な
ろ
う
よ
！
」 

絵
本
と
歌

広報いしおか　№８０　１６

時
の

記
憶



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館
２
階

《
２
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
７
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

《
２
月
の
お
は
な
し
会
》

・
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
和
室

《
２
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
14
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
。
ま
た
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
出
で
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
時
間
は
約
30

分
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

  2・  9
16・20
23・30

  ２月
【休　館　日】

 ３月
  2 ・  9
11 ・16
23 ・27

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
新
着
図
書
の
案
内
》

＊
一
般
図
書
＊

「
あ
し
た
選
挙
へ
行
く
ま
え
に　

14

歳
の
世
渡
り
術
」　

池
上
彰
著

「
ザ
・
ベ
ス
ト
ミ
ス
テ
リ
ー
ズ　

２
０
０
８
」　

　

日
本
推
理
作
家
協
会
編

「
石
原
結
實
の
元
気
に
な
る
し
ょ
う

が
レ
シ
ピ
」　

石
原
結
實
著

「
伊
達
公
子
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
レ
ッ
ス

ン　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
る
得
マ
ガ
ジ
ン
」　

　

日
本
放
送
協
会
編

「
ガ
ー
デ
ン
植
物
大
図
鑑
」　

　

講
談
社
編

「
ス
キ
ー
マ
ッ
プ
ル
全
国
版　

２
０
０
９
」　

「
ピ
ン
ク
の
神
様
」　

魚
住
直
子
著

「
三
月
の
招
待
状
」　

角
田
光
代
著

「
こ
ん
な
ニ
ッ
ポ
ン
に
誰
が
し
た
」　

　

森
永
卓
郎
著

「
千
本
雨
傘
」　

澤
田
ふ
じ
子
著　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

             

ほ
か

＊
児
童
図
書
＊

「
あ
っ
ち
ゃ
ん
お
は
よ
う
」　

　

大
西
ひ
ろ
み
作
・
絵

「
だ
ん
ろ
の
ま
え
で
」　

　

鈴
木
ま
も
る
作
・
絵

《
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
案
内
》

「
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
の
ム
ー
ミ
ン

楽
し
い
ム
ー
ミ
ン
一
家　

冒
険
日
記

①
〜
⑥
」

「
お
じ
ゃ
る
丸　

お
じ
ゃ
る
と
ゆ
か

い
な
な
か
ま
た
ち
」

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん　

さ
く
ら
も

も
こ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
①
〜
⑤
」

「
恐
竜
大
進
撃
」

「
奇
跡
の
山　

富
士
山
」

「
薬
師
寺　

白
鳳
伽
藍
と
至
宝
」

「
あ
ず
き
ま
る
」　

早
川
純
子
作
・
絵

「
カ
ゼ
ヲ
キ
ル　

１
・
２
・
３
」　

　

増
田
明
美
著

「
お
ば
け
屋
の
お
ば
け
か
き
」　

　

あ
わ
た
の
ぶ
こ
文

「
ゆ
う
き
メ
ガ
ネ
」　

　

赤
羽
じ
ゅ
ん
こ
作

「
病
気
の
魔
女
と
薬
の
魔
女
」　

　

岡
田
晴
恵
著

「
ど
ん
ぐ
り
と
ん
ぽ
ろ
り
ん
」　

　

武
鹿
悦
子
作

「
お
い
な
り
山
の
ひ
み
つ
」　

　

茂
市
久
美
子
作

「
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
と
妖
精
の
国
」　

　

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
著　

ほ
か

「
鞍
馬
天
狗　

壱
・
弐
」

「
激
動
の
記
録　

第
１
部
〜
第
５
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

・
朝
日
新
聞   

・
茨
城
新
聞  

・
産
経
新
聞   

・
常
陽
新
聞   　

・
東
京
新
聞   

・
日
本
経
済
新
聞

・
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞

・
毎
日
新
聞   

・
読
売
新
聞  

・
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｌ
Ｙ（
週
刊
）  

※
保
存
期
間
は
、
原
則
一
年
で
す　

  

《
館
内
で
閲
覧
で
き
る
新

  

聞
（
朝
刊
）
等
の
案
内
》

　

今
日
で
は
、
男
女
は
平
等
で
あ
る

べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
は
広
く
浸
透

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
い
歴
史

の
中
で
は
、
女
性
は
男
性
と
比
べ
て

社
会
的
に
低
い
地
位
に
置
か
れ
て
き

た
時
代
が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
と
す
る
国

際
的
な
取
り
組
み
が
、
国
連
を
中
心

と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

国
連
は
、
昭
和
50
（
１
９
７
５
）

年
を
「
国
際
婦
人
年
」、
そ
の
翌
年

か
ら
10
年
間
を「
国
際
婦
人
の
10
年
」

と
設
定
し
、
世
界
的
に
女
性
の
地
位

向
上
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
そ
し
て
昭
和
54（
１
９
７
９
）

年
に
女
性
の
権
利
を
包
括
的
に
保
障

す
る
「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約

（
女
性
差
別
撤
廃
条
約
）」
を
成
立
さ

せ
ま
し
た
。

　

一
方
、日
本
は
昭
和
60（
１
９
８
５
）

年
に
こ
の
条
約
を
批
准
し
ま
し
た

が
、
条
約
批
准
に
あ
た
り
昭
和
61

（
１
９
８
６
）
年
に
は
「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」
を
施
行
す
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
法
的
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
に
は

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が

施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
に
は
「
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
推
進
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
は

さ
ら
に
、
第
二
次
「
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
で
も
、平
成
19
年
度
に「
石

岡
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
計

画
期
間
＝
平
成
20
年
度
〜
29
年
度
）

を
策
定
し
、
各
種
の
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
随

時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
４
０
）

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
歩
み

　
　
　
　
　
　
　
【
女
性
の
人
権
そ
の
１
】

 

★ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト 

② 

★

１７　広報いしおか　№８０



　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
と

　
　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

【
還
付
金
詐
欺
】

　

税
金
な
ど
の
還
付
金
の
手
続
き
を

装
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
て
操
作

さ
せ
、
口
座
間
送
金
に
よ
り
金
銭
を

騙
し
取
る
手
口
で
す
。

◇
対
策　

市
役
所
や
税
務
署
の
職
員

が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
指
示
す
る
こ
と

は
な
い
。

＊
こ
れ
ら
の
『
振
り
込
め
詐
欺
』
に

共
通
す
る
の
は
、
突
然
根
拠
の
な
い

請
求
を
す
る
こ
と
で
す
。
心
理
的
に

動
揺
さ
せ
、
時
間
の
猶
予
を
与
え
な

い
で
「
す
ぐ
対
応
し
な
い
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
」
と
思
わ
せ
ま
す
。

◎
冷
静
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
信
頼
で

き
る
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
事
実
や
支
払
い
の
根
拠
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

◎
万
一
、
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
金

融
機
関
と
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

【
オ
レ
オ
レ
詐
欺
】

　

電
話
を
利
用
し
て
、
親
族
や
弁
護

士
な
ど
に
な
り
す
ま
し
金
銭
を
預
金

口
座
等
に
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

◇
対
策　

い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ

て
、
本
人
や
そ
の
家
族
、
勤
務
先
や

警
察
に
連
絡
し
事
実
を
確
認
す
る
。

【
架
空
請
求
詐
欺
】

　

郵
便
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な

ど
で
、
不
特
定
多
数
の
者
に
対
し
て

料
金
の
請
求
を
し
、
金
銭
を
預
金
口

座
な
ど
に
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

◇
対
策　

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
支

払
わ
な
い
。
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を
し

て
、
個
人
情
報
を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
。

【
融
資
保
証
詐
欺
】

　

融
資
す
る
旨
の
郵
便
な
ど
を
送
付

し
て
、
保
証
金
な
ど
を
名
目
に
金
銭

を
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
手
口

で
す
。

◇
対
策　

融
資
の
前
に
、
い
か
な
る

名
目
（
審
査
、
保
証
、
保
険
な
ど
）

で
あ
っ
て
も
金
銭
を
請
求
さ
れ
た
場

合
は
注
意
す
る
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、「
さ

わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
29
日
に
は

公
開
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師

の
日
テ
レ
学
院
学
院
長

石
川
牧
子
さ
ん
が
、「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
日
テ

レ
学
院
で
の
体
験
談
な
ど
を
交
え

な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
男
女
共
同
参
画
の
意
識
は

　
　
　
　

身
近
な
と
こ
ろ
に
…
…

　

石
川
さ
ん
は
、
男
女
共
同
参
画

に
ま
つ
わ
る
た
く
さ
ん
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
男

の
子
が
生
ま
れ
た
同
僚
に
「
跡
取

り
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
祝
福
す
る
若

い
女
性
の
こ
と
。
ま

た
、
女
性
の
呼
び
方

が
生
活
環
境
に
よ
っ

て
「
○
○
の
奥
さ
ん
」

「
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
」
と

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
。

　

性
別
に
よ
る

固
定
観
念
は
、

身
近
な
と
こ
ろ

に
ひ
そ
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら

の
固
定
的
観
念

が
、
一
人
ひ
と

り
の
可
能
性
に

制
約
を
与
え
て

い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

◆
自
分
の
言
葉
を

　
　
　

持
つ
こ
と
の
大
切
さ

　

講
演
の
最
後
に
は
「
自
分
の
言

葉
」
を
持
つ
こ
と
の
意
味
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
生
き
る
こ
と
」

は
、
目
標
に
向
け
て
行
動
す
る
こ

と
。
誰
か
の
意
見
を
鵜
呑
み
に
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
た

言
葉
を
持
つ
こ
と
が
生
き
る
目
標

と
な
り
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
い

く
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
根

底
に
あ
る
も
の
は
、
一
人
ひ
と
り

が
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と

だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
で
し

た
。

石
川
牧
子
さ
ん
の
講
演
か
ら

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
！

女
性
の
た
め
の

　
　
　

困
り
ご
と
相
談

○ 
毎
週
木
曜
日　

　

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

 

市
役
所 
１
階
相
談
室

○ 

２
月
24
日
（
火
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

 

八
郷
総
合
支
所 
１
階
相
談
室

＊
女
性
相
談
員
が
悩
み
ご
と
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
予
約
制
・
電
話
相
談
可
）

●
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画

課  

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
の
情
報
を
お
答

え
す
る
「
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
」
の
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
動
音
声
に
よ
り
、
近
く
の
相

談
窓
口
の
連
絡
先
や
相
談
時
間
を

紹
介
し
ま
す
。
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
悩
ん
で
い
る
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

●
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
・
０
・
５
５
２
１
０

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ 

運
用
開
始
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短　
　

歌　
　

        

貝　

地　

鳥
羽

孝

曾
孫
た
ち
に
お
年
玉
や
る
新
年
を

思
い
て
す
ご
す
歳
の
瀬
と
な
る

東
光
台　

内
田
千
代
子

谷
よ
り
の
風
に
乗
り
た
る
落
葉
の

み
解
き
放
さ
れ
て
竜
神
橋
越
ゆ

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　
　

俚　
　

謡　

総　

社　

鈴
木　

虚
心

今
は
裸
で　

ふ
る
え
て
い
て
も

　

耐
え
り
ゃ
花
咲
く　

冬
木
立

府　

中　

山
口
ふ
み
子

秋
の
陽
を
う
け
し
涸
沼
の
さ
ざ
波

は
穏
や
か
に
し
て
輝
き
を
増
す

国　

府　

太
田

緑

整
然
と
筆
書
き
し
た
る
先
輩
の
賀

状
受
け
し
が
絶
筆
と
な
り
き

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

庭
池
の
ほ
て
い
葵
の
髭
の
根
に
生
れ

し
金
魚
の
親
子
が
泳
ぐ

東
石
岡　

田
村　

満
佐

手
入
れ
せ
ぬ
畠
な
れ
ど
も
糊
す
る
に

余
れ
る
程
の
青
き
も
の
あ
り

山　

崎　

鈴
木　

君
江

味
の
保
証
し
か
ね
る
け
れ
ど
と

折
々
に
煮
物
届
け
く
る
る
隣
の
主

婦
は

柴　

内　

飯
嶋
よ
う
子

足
腰
が
弱
り
年
に
は
勝
て
な
く
も

先
は
ま
だ
ま
だ
口
は
達
者
で

柴　

内　

羽
生　

俊

統
合
の
朝
日
小
校
舎
今
の
名
は
里

山
学
校
賑
わ
い
て
欲
し

上
青
柳　

木
崎
千
代
子

思
い
切
っ
て
十
年
余
り
絶
ち
て
来

し
演
歌
の
テ
ー
プ
音
高
く
聞
く

　
　

俳

句
大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

後
戻
り
出
来
ぬ
旅
な
り
木
の
葉
髪

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

秋
灯
下
な
き
父
の
辞
書
重
く
な
る

東
光
台　

斉
藤　

茂
男

百
両
ほ
ど
鳥
に
喰
わ
れ
し
実
万
両

高　

浜　

羽
生
ユ
キ
エ

生
垣
の
白
山
茶
花
の
懐
し
き

府　

中　

土
井　

湧
輔

寒
林
の
筋
金
入
り
の
自
己
主
張

茨　

城　

伊
藤　

誠

祝
さ
れ
て
記
念
日
と
知
る
冬
日
和

柿　

岡　

野
村　

京
子

輪
台
に
ま
だ
落
ち
つ
か
ず
菊
蕾

柿　

岡　

松
田
と
く
子

腰
辺
り
色
褪
せ
菊
や
菊
人
形

片　

岡　

馬
場　

小
零

バ
ス
弾
む
紅
葉
山
ま
た
紅
葉
山

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

風
立
ち
て
銀
杏
黄
葉
の
舞
ふ
日
和

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

　

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
川　

浩
史

　

石
岡
俚
謡
会
に
は
、
現
在
80
人
の
会

員
が
い
ま
す
。
近
在
の
方
の
み
で
な
く

他
県
の
方
も
加
入
し
て
い
ま
す
。
石
岡

は
ご
存
知
の
よ
う
に
俚
謡
（
都
々
逸
）

に
は
縁

ゆ
か
りの

あ
る
と
こ
ろ
で
、
初
代
都
々

一
坊
扇
歌
が
没
し
た
地
で
す
。
国
分
寺

境
内
に
は
扇
歌
堂
が
あ
り
、
小
さ
な
お

墓
も
あ
り
ま
す
。

　

俚
謡
は
短
歌
、
俳
句
と
同
様
に
短
詩

型
文
芸
で
、
早
く
い
え
ば
言
葉
遊
び
で

す
。
少
な
か
ら
ず
考
え
て
作
り
ま
す
の

で
、
頭
脳
の
老
化
防
止
に
は
最
適
だ
と

思
い
ま
す
。
97
歳
に
な
る
会
員
も
、
元

気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

俚
謡
は
、
七
七
七
五
の
26
文
字
で
作

り
ま
す
が
、
謡
材
は
い
く
ら
で
も
あ
り

ま
す
。時
事
に
関
し
て
の
風
刺
、ニ
ュ
ー

ス
、
恋
愛
感
情
、
家
族
の
こ
と
、
四
季

折
々
の
情
景
な
ど
を
謡
に
し
ま
す
。
そ

の
人
の
創
り
出
し
た
作
品
に
よ
っ
て
、

心
を
癒い

や

さ
れ
た
り
、
感
銘
を
受
け
る
時

が
あ
り
ま
す
。
決
し
て
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
で
は
、
月
一
回
の
月
例
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、毎
月
二
作
品
を
作
っ

て
事
務
局
へ
送
付
す
る
と
、
冊
子
に
し

て
配
布
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
一
度
、

俚
謡
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

信
濃
路
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　
「
関
東
甲
信
越
」
で
も
東
の
茨
城

か
ら
は
西
の
信
州
な
ど
が
遠
く
に
思

え
る
が
、
歴
史
的
に
は
意
外
な
繋
が

り
が
あ
っ
て
南
木
曽
に
接
す
る
苗な
え
ぎ木

城
主
の
八
代
目
は
府
中
（
石
岡
）
藩

主
の
子
だ
し
、
佐
竹
以
後
の
初
代
水

戸
城
主
・
武
田
信
吉
の
祖
母
（
見
性

院
）
が
、
徳
川
時
代
屈
指
の
名
君
と

な
る
保
科
正
之
（
家
光
の
庶
弟
）
を

高た
か
と
お遠
藩
に
預
け
て
い
た
。

　

石
岡
に
隠
棲
し
て
い
た
鈴
木
三
樹

三
郎
は
、
西
郷
隆
盛
の
命
令
で
赤せ
き
ほ
う報

隊た
い

の
幹
部
だ
っ
た
た
め
明
治
顕
官
へ

の
道
を
失
っ
た
。
赤
報
隊
の
こ
と
は

島
崎
藤
村
の
「
夜
明
け
前
」
に
詳
述

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
藤
村
の
詩
集
や

久
米
正
雄
・
北
杜
夫
ら
の
作
品
が「
信

州
の
名
著
復
刊
シ
リ
ー
ズ
（
全
25

巻
）」
と
し
て
長
野
県
図
書
館
協
会

か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
第
四
期
収
録
作
品
に
一

ノ
瀬
綾
「
黄
の
花
（
田
村
俊
子
賞
受

賞
作
）」
が
有
る
の
だ
が
、
一
ノ
瀬

さ
ん
は
柿
岡
に
十
数
年
も
住
み
、
今

は
郷
里
に
移
ら
れ
水
戸
の
同
人
誌
に

参
加
さ
れ
て
い
る
。

　

山
地
の
多
い
長
野
は
風
光
明
媚
で

も
自
然
が
厳
し
い
よ
う
で
「
温
暖
で

自
然
豊
か
な
八
郷
」
を
今
で
も
誉
め

て
く
れ
る
。
石
岡
に
住
む
者
は
信
濃

か
ら
言
わ
れ
る
前
に
、
恵
ま
れ
た
地

元
の
風
土
自
然
や
歴
史
文
学
を
大
切

に
す
べ
き
な
の
で
は
…
…
。
復
刊
シ

リ
ー
ズ
の
冒
頭
に
は
「
図
書
館
が
推

薦
す
る
」
と
あ
る
。

東
石
岡　

岩
田　

正

喪
中
ハ
ガ
キ
が　

郵
便
受
け
に

　

木
の
実
降
る
よ
な　

音
が
す
る

国　

府　

篠
原
美
千
代

拉
致
の
家
族
に　

又
来
る
冬
を

　

母
は
叫
ん
で　

咽む
せ

び
泣
く

杉　

並　

岩
城　

正
志

こ
れ
が
試
練
と　

木
枯
ら
し
受
け
て

　

甘
さ
日
に
増
す　

つ
る
し
柿

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

恋
は
あ
れ
き
り　

淋
し
い
冬
へ

　

胸
に
ゃ
木
枯
ら
し　

吹
く
ば
か
り

国　

府　

大
西　

和
子

老
い
た
夫
婦
の　

会
話
は
ぽ
つ
り

　

ぽ
つ
り
語
っ
て　

冬
炬
燵

柿　

岡　

鈴
木　

千
代

恩
を
忘
れ
ぬ　

世
代
の
教
え

　

今
日
も
感
謝
の　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

川　

又　

関　
　

清
志

筑
波
降
し
の　

木
枯
し
寒
く

　

孫
に
干
し
柿　

吊
る
す
祖
母

下　

林　

加
藤　

弥
生

尾
花
枯
れ
ゝ
ば　

二
度
目
の
務
め

　

古
風
大
家
の　

屋
根
を
葺
く

下　

林　

関
口
み
ど
り

枯
葉
舞
い
散
る　

冷
た
い
夜
は

　

家
族
笑
顔
で　

囲
む
鍋
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わが家のアイドル

　　　　　　　　　　　　石　岡
良く飲み、良く泣き、良く動く。
わが家の三男坊、晟矢くんです♥
パパとママから　二人のお兄ちゃ
んたちに負けるな！　

▲富田　晟
せいや

矢ちゃん（１か月）

　　　　　　　　　　　　石　川
イタズラがいっぱいできるように
なりました。
パパとママから　自由に楽しく、
のびのび元気にいこう！　

髙塚　稀
まひろ

絢ちゃん （11か月）

▲

　

２
月
15
日
に
「
第
２
回
石
岡
つ
く

ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
会
場
の
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
周
辺
か
ら
、
県
畜
産
セ

ン
タ
ー
付
近
ま
で
通
行
止
め
（
下
図

参
照
）
と
な
り
ま
す
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
願
い
ま
す
。

◆ 
日
時　

２
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
正
午

◆ 

通
行
止
め
区
間

　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
周
辺
か
ら
県

　

畜
産
セ
ン
タ
ー
付
近

◆ 

参
加
予
定
人
数　

１
７
０
０
人

◆ 

問
い
合
わ
せ

・
石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

　

員
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　

☎
２
６
・
７
２
１
０

２月15日　午前９時～正午

「石岡つくばね
　　　 　マラソン」
開催により
　通行止めに！

通行止め区間

川又

片野

加
生
野

　▲
富士山

恋　

瀬　

川

根小屋

 

茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ーフ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

 

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

小桜小学校八郷南中学校

境橋はなぞの橋

川　又　川

青
柳
川

下
青
柳

須
釜

ふるさと橋

県
道
土
浦
・
笠
間
線

県道石岡・つくば線

小
桜
川

月
岡 月岡

半田至　

朝
日
峠

至　
笠
間
市

至　
土
浦
市

至　
柿
岡

至　
染谷

光安寺橋

八郷南中学校
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